
拝
復
、
過
日
折
角

の
御
出
の
と
こ
ろ

御
も
て
な
し
何
ん
の

風
情
も
無
之
、
御
免

可
被
下
候
、
大
風

一
過
後
の
晴
天
を

思
へ
ハ
、
嵐
も
一
如
の

風
情
有
之
、
負
け

惜
し
み
御
笑
可
被
下
候
、

愈
々
嵐
を
あ
と
に
出
懸

候
、
何
か
の
御
役
ニ
立

度
候
、
之
れ
の
み
懸
命

ニ
御
座
候
、
折
角

御
身
御
大
事
ニ
と

奉
存
上
候

茂

九
月
廿
二
日

谷
口
御
後
室
様御

前

【
釈
文
】

ウ
ェ
ブ
講
座
「
吉
田
茂
の
手
紙
を
読
む
」
第
８
回

昭
和
29
年
９
月
22
日
付

谷
口
直
枝
子
宛
吉
田
茂
書
簡

す

え

こ



お

い

な

こ

な

そ
う
ろ
う

あ

い
よ
い
よ

で

か

ご
ざ
そ
う
ろ
う

ぞ
ん

た
て
ま
つ

あ

拝
復
、
過
日
折
角
の
御
出
で
の
と

こ
ろ
御
も
て
な
し
何
ん
の
風
情
も

之
れ
無
く
、
御
免
下
さ
る
べ
く
候
、

大
風
一
過
後
の
晴
天
を
思
え
ば
、

嵐
も
一
如
の
風
情
之
れ
有
り
、
負

け
惜
し
み
御
笑
い
下
さ
る
べ
く
候
、

愈
々
嵐
を
あ
と
に
出
懸
け
候
、
何

か
の
御
役
に
立
ち
た
く
候
、
之
れ

の
み
懸
命
に
御
座
候
、
折
角
御
身

御
大
事
に
と
存
じ

奉
り
上
げ
候
、

茂

九
月
廿
二
日

谷
口
御
後
室
様御

前

拝
復
、
過
日
は
折
角
お
出
で
の
と
こ

ろ
、
お
も
て
な
し
が
何
の
風
情
も
な

く
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
大
風
一
過

の
あ
と
の
晴
天
を
思
え
ば
、
嵐
も
同

じ
よ
う
な
風
情
が
あ
り
ま
す
。
負
け

惜
し
み
を
お
笑
い
く
だ
さ
い
。
い
よ

い
よ
嵐
を
あ
と
に
出
か
け
ま
す
。
何

か
の
お
役
に
立
ち
た
い
で
す
。
こ
れ

の
み
必
死
に
頑
張
り
ま
す
。
十
分
に

気
を
つ
け
て
お
身
体
お
大
事
に
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

茂

九
月
二
十
二
日

谷
口
御
後
室
様御

前

【
現
代
語
訳
】

【
書
き
下
し
文
】



御
（
ご
、
お
、
お
ん
）

…

尊
敬
や
丁
寧
の
意
を
表
す
。
頻
出
は
「
御
座
候
（
ご
ざ
そ
う
ろ
う
）
」
な
ど

…

2

行
目

「
御
出
」

…

3

行
目

「
御
も
て
な
し
」

…

４
行
目
「
御
免
」

…
９
行
目
「
御
笑
」

…

11

行
目
「
御
役
」

…

13

行
目
「
御
座
候
」

…

14

行
目
「
御
身
」

…

14

行
目
「
御
大
事
」

相
（
あ
い
）

…

語
調
を
整
え
る
。
頻
出
は
「
相
成
（
あ
い
な
り
）
」
な
ど

例

相
成

罷
（
ま
か
り
）

…

動
詞
に
付
い
て
丁
重
の
意
や
強
調
の
意
味
を
表
す
。
頻
出
は
「
罷
在
（
ま
か
り
あ

り
）
」
・
「
罷
出
（
ま
か
り
い
で
）
」
な
ど

例

罷
在
候

【
接
頭
語
に
つ
い
て
】

今
回
ご
紹
介
す
る
接
頭
語
は
い
ず
れ
も
吉
田
の
手
紙
で
は
よ
く
出
て
く
る
文
字
で
す
。
頻
出
す
る
文
字
だ
け
あ
っ
て
か
な
り
崩

れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
文
脈
や
書
き
手
の
筆
跡
を
あ
ら
か
じ
め
踏
ま
え
て
お
か
な
い
と
、
判
読
が
困
難
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

接
頭
語
は
語
調
を
整
え
た
り
、
意
味
を
強
調
し
た
り
し
ま
す
。
「
御
」
な
ど
は
い
ま
で
も
「
ご
」
「
お
」
「
お
ん
」
な
ど
の
読

み
方
で
接
頭
語
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
「
相
（
あ
い
）
」
「
罷
（
ま
か
り
）
」
（※

罷
は
厳
密
に
は
接
頭
語
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
接
頭
語
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
）
な
ど
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
た
め
、
古
文
書
特
有

の
表
現
と
し
て
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



鳩
山
一
郎
と
吉
田
茂

そ
も
そ
も
、
国
内
の
政
情
が
不
安
定
に
な
っ
た
一
因
は
、
吉
田
が
第
１
次
吉
田
内

閣
を
組
閣
し
た
昭
和
21

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
鳩
山
一
郎
率
い
る
日
本
自
由
党
が
総

選
挙
で
第
一
党
と
な
り
、
総
裁
だ
っ
た
鳩
山
が
、
順
当
に
い
け
ば
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
は
ず
で
し
た
。

し
か
し
、
突
如
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
を
受
け
た
鳩
山
は
、
首
相
に
な
る
道
を
断
た
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

鳩
山
の
か
わ
り
と
し
て
、
鳩
山
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
の
が
吉
田
で
し
た
。

鳩
山
と
吉
田
は
、
鳩
山
が
復
帰
し
た
あ
か
つ
き
に
は
政
権
を
委
譲
す
る
と
い
う
約
束
を
交
わ
し
ま
す
。
こ

れ
が
、
の
ち
の
ち
ま
で
の
火
種
と
な
り
ま
し
た
。

一
時
は
公
職
を
追
わ
れ
た
鳩
山
で
す
が
、
昭
和
26

年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
直
前
に
追

放
解
除
と
な
り
、
鳩
山
を
支
持
す
る
人
々
と
と
も
に
政
界
に
復
帰
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
由
党
内
に

は
、
吉
田
を
支
持
す
る
派
閥
と
鳩
山
を
支
持
す
る
派
閥
と
に
大
き
く
分
裂
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
、
反
吉
田
派
に
よ
る
新
党
結
成
の
動
き
は
、
吉
田
の
外
遊
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
外
遊
中
も
、

反
吉
田
派
の
岸
信
介
、
石
橋
湛
山
ら
が
自
由
党
を
除
名
と
な
り
、
吉
田
帰
国
後
の
11

月
24

日
に
、
自
由

党
の
反
吉
田
派
と
改
進
党
が
合
流
し
、
日
本
民
主
党
を
結
成
し
ま
し
た
（
総
裁
：
鳩
山
一
郎
、
副
総
裁
：

重
光
葵
）
。
そ
し
て
、
12

月
6

日
に
は
、
日
本
民
主
党
と
左
右
両
派
の
社
会
党
が
吉
田
内
閣
に
対
し
、

内
閣
不
信
任
決
議
案
を
提
出
。
翌
日
、
吉
田
内
閣
は
総
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
長
期
に
わ
た
る
吉
田
政
権

に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
吉
田
は
こ
の
と
き
、
側
近
に
「
で
は
罷
（
や
）
め
て
、
大

磯
で
ゆ
っ
く
り
本
で
も
読
む
か
」
と
呟
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
の
鳩
山
は
、
そ
の
後
政
権
の
座

に
就
き
、
昭
和
30

年
に
は
日
本
民
主
党
と
自
由
党
と
の
保
守
合
同
を
実
現
し
、
五
十
五
年
体
制
の
幕
を

開
け
ま
し
た
。

参
考
文
献…

吉
田
茂
『
回
想
十
年

上
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
八

※

一
九
五
七
年
発
行
の
新
潮
社
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。

【
内
容
解
説
】

欧
米
へ
の
外
遊

今
回
の
手
紙
は
、
第
５
次
吉
田
内
閣
時
に
国
内
の
政
局
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
く
な
か
、

吉
田
茂
が
外
遊
に
旅
立
つ
直
前
に
谷
口
直
枝
子
に
送
っ
た
も
の
で
す
。
吉
田
の
外
遊
は
、
昭
和
29

（
１

９
５
４
）
年
９
月
26

日
か
ら
11

月
17

日
の
約
２
か
月
間
に
及
ぶ
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
と
欧
米
諸
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
吉
田
は
、
文
中
で
「
大

風
一
過
後
の
晴
天
を
思
へ
ハ
、
嵐
も
一
如
の
風
情
有
之
、
負
け
惜
し
み
御
笑
い
可
被
下
候
、
愈
々
嵐
を
あ

と
に
出
懸
候
」
と
国
内
の
政
情
を
「
嵐
」
に
例
え
て
い
ま
す
。
吉
田
の
外
遊
前
後
は
、
吉
田
の
政
治
家
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
最
も
多
難
な
時
期
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。


